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東韓地方は､ 来る べき東海地震に備えて ､ G PS戟測や水準測量が ､ 時間的にも空間的
にも高密度で なされ て い る ｡ 森 一 馴 卜 浜岡の水準路線で は , 年間4回の 水準測量が実施
されて い る ｡ G P S親潮も, すでに国土地理院により､ 1 0- 2 0 km 程度の間隔でEEl定
離測点が設置され , 連日観測がなされてい る ｡
また､ 東海地域に隣接する赤石山脈は ､ 日本で 最も括発な隆起連動を行 っ て い る地域の
1 つ である (図1) と考えられており ､ G PS による高さ変化の検出や そ の精度を議論す
る の にふ さわしい 地域で ある ｡
図2 は, 国土地現院によるG PS固定観測点, 防災科学技術研究所の静岡, 本川根､ 浜
岡の各軸測点, さらに静岡大学と相良のG PS 附け点の位置と, 森 一 掛川 一 浜岡間の水準
路線を表した囲に, 計画中の端時頼測点の位置を寺き加えたものである ｡
今回の観測の 目的は､ 気象影響の除去により, G P S観測の高さ方向の精度向上を目指
し, G P S観測による楕円体高の変化と､ 水準測量 にJ:る標高の変化を比敬する ことであ
る . よく知られ てい るように､ 森 一 掛川 一 浜岡聞の水準測量結果には､ 明瞭な季節変化が
見られる ○ この 原因に つ い て は, 地下水位(例えば､ 里村ほか1984) や潮位Cr
l
a zim a etal.
,
1984, 井内 ･ 細 軌 1987)等の変化により､ 実際に標高が季節変動して い る とする考え方 と ,
測量時の 光の屈折等により, 見かけの 変動が得られて い る との 考え方があり､ 必ずしも決
着はつ い て い ない ｡ G PS朝潮による高さ変化に関して も､ 期待されて い るG PS気象学
の進歩をも っ て して も､ 観測誤差による季節変動の 100 % の除去は難 しい か も知れない が ､
水準測量 とは独立 した観測であるので ､ 得られて い る季節変動が, 実際の 変動か , 測量誤
差による見かけの 変動かの判断にと っ て有力なデ ー タとなるであろう.
森 一 掛川 - 浜岡問の水準路線にそ っ ては, 森町の水準点 5264, 小笠町の水準点 2599,
浜岡町の水準点 2697､ 同 2596の近くには国土地理院のG P S観測点が設置されて い る ｡
水準測量がなされる年4周 の 時期に , これらの G PS戟測点を補完する形で GP S観測を
実施し､ 大気遅延量 の推定を行い ､ 求ま っ た楕円体高変化と水準測量 に よ る襟高の 変動と
を比較する計画である ｡ 補完の G PS観測も ､ で きれば他の 水準点の近くに設置し､ 可能
な限り､ 水準測真 の結果と比較した い ｡ その 場合､ ア ン テナの 設置による誤差を避ける た
め ､ で きれば､ 戟測以外の ときもア ン テナは固定したままにした い ｡ 少なくとも､ 三脚で
の観測は避け, ア ンテ ナ台の ボル トは固定に して ､ つ ねに同じ位置にア ン テ ナを殻置で き
る ようにする予定である ｡
また ､ この 地域の北側 に位置する赤石山脈は ､ 日本で も最も大きい 定常的な隆起が期待
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される地域で ある(塩原 , 1971)｡ 短期間で ある が, 防災科学技術研究所の 本川根戟測 点の
G P S デー タ の解析結果(S him ada andBo ck, 1992)で は ､ 年間 2c m に達する隆起が得ら
れて い る ｡
国土地理院の 固定観測点は , 谷問の村落等に殻置されて い る ことが多い ｡ 山岳地城で は､
山の 頂上付近 と谷間で は ､ 大気中の 水蒸気量が異な っ た変動をする可能性が強く , 気象学
的に大気 の連動 を放 える ため にも､ また ､ 測地学的に大気遅延を正 しく補 正 し高さの 変化
を正 しく捉える ため に も, 山頂付近で の 観測 が重要である ｡ そ こで , 山頂近くまで車で ア
クセ ス で きる帯麦粒山で の観測を計画して い る ｡ こ の山を取り囲むように谷間に固定観測
点が設置されて い る ので , 興味深 い 結果が得られよう｡ 本来な らば､ ア ン テナ だけで も固
定が望ましい が , 最低限､ ア ン テ ナ固定の た めのボ ル トを打ち込んだ観測台の 設置を行い
たい ｡
受信 掛ま, 周囲の国土地理院の 固定観測点では , す べ て ト .)ン プル 4000S S Eが用い られ
て い る の で , ア ンテ ナの種類の 遠い による誤差を避けるため, これらの観測に はす ベ て ト
リ ン プル 4000S SE を用い た い ｡ なお､ 防災科研の Z ･12ア ンテ ナとの相性は ､ 静岡3点間
の解析結果を見る限り問題は ない ｡
これらの観測に当たっ て は､ 周囲の水蒸気量を推定しやすい ように､ 衛星の最低仰角を
5度程度に設定し､ 解析 で は方位による電波伝播遅れの勾配 の推定も行う ｡ とく に ､ #)Il
- 御前崎間は高密度で G PS戟淵を実施するの で , 各点の電波伝播天頂遅延皇 とその勾配
の比故も興味深い 結果が得られる可能性がある｡
なお ､ G PS気象学ばかりで なく､ 宇宙開発事業団により地震リ モ ー トセ ン シ ン ダ フロ
ン テ ィ ア研究と して , 同様の研究が計画されて い る ｡ したが っ て ､ お互 い に密接な関係を
保 ちながら､ 協力しあ っ て研究を進める予定である｡
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園 1 ･ 1896年頃から 196年頃まで の 上下変動 (溝鼠1971による)
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囲2 . 東海地域の G PS固定戟測点と臨時観測予定点
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